
市　議　会

この期の
主な出来事

＊なでしこジャパンW杯優勝（平成23.7）、東京スカイツリー開業（平成24.5）、消費税率8％に引き上げ（平成26.4）
＊北海道新幹線の札幌延伸認可決定（平成24.6）、ユネスコ創造都市ネットワークに加盟（平成25.11）、北3条広場オープン（平成26.7）

平成23年5月2日〜平成27年5月1日［平成23.4.10選挙執行］定数68名

第23期市議会議員（平成23年5月2日）

もいわ山リニューアル
オープン（平成23.12）

第23期

この期の
主な出来事

＊マイナンバー法施行（平成27.10）、日銀マイナス金利を初導入（平成28.1）、北海道新幹線開業（平成28.3）
＊路面電車ループ化開業（平成27.12）、パートナーシップ宣誓制度開始（平成29.6）、北海道胆振東部地震発生（平成30.9）

平成27年5月2日〜令和元年5月1日［平成27.4.12選挙執行］定数68名第24期

子ども発達支援総合センター
「ちくたく」オープン（平成27.4）

路面電車の新型低床車両「ポラリス」
運行開始（平成25.5）

どうぎんカーリングスタジアム
オープン（平成24.9）

坂本龍一＋真鍋大度《センシング・ストリームズ－不可視、不可聴》
2014年　撮影：木奥　恵三

札幌国際芸術祭2014開催
（平成26.7）

中谷芙二子《FOGSCAPE＃47412》
2014年　撮影：木奥　恵三

第24期市議会議員（平成27年5月7日）

札幌市中央体育館オープン
（平成31.4）

冬季アジア札幌大会開催
（平成29.2）

市民交流プラザオープン
（平成30.10）

円山動物園「ゾウ舎」オープン
（平成31.3）

白石区複合庁舎共用開始
（平成28.11）

札幌市まちづくり戦略ビジョンの策定
少子高齢化や人口減少、経済のグローバル化の進展など、本市を取り巻く社会経済情勢の変化が顕著になってきたことから、平成25年に札幌市の新たなまちづく
りの基本的な指針となる「札幌市まちづくり戦略ビジョン」を策定しました。また、平成26年には「創造都市さっぽろ」の象徴的な事業である「札幌国際芸術祭」が初め
て開催されました。
市議会では、議会や議員の役割・活動原則を明らかにするなど議会に関する基本的事項を定めた「札幌市議会基本条例」や議員提案による「映像の力により世界が憧
れるまちさっぽろを実現するための条例」を制定しました。また、予算・決算特別委員会のインターネット中継の実施など、議会の機能強化および改革を行いました。

災害に強いまちづくりの推進と新たな課題への対応
全国的に地震や豪雨などの自然災害が数多く発生し、平成30年 9月に発生した北海道胆振東部地震では、本市においても過去最大の震度6弱を記録しました。こ
の地震は住宅の損壊や地盤の液状化、市内全域の停電（ブラックアウト）など、市民生活に甚大な被害を与えたほか、観光産業をはじめとする本市経済にも大きな影
響を及ぼし、災害に強いまちづくりをより一層推進することの必要性を強く認識する契機となりました。一方で、冬季オリンピック・パラリンピックの招致や、北海
道新幹線の札幌延伸に伴う都心の整備、MICE施設整備などの議論が活発化し、本市の未来発展に向けて大きく歩みだした4年間となりました。また、市議会で
は、大規模災害マニュアルの策定や特別委員会のインターネット中継の実施など、議会の機能強化と改革を間断なく進め、議会基本条例の具現化に取り組みました。
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